プログラム (統計数理研究所 研究活動 (研究会報告 乱流の統計理論とその応用)) by unknown



























 D 流体セルオートマトン  計算機によるソミュレーツヨンの概念から更に1歩進めて，
  計算機の素子自体に抽象的流体の機能をもたせ全系として流体運動を表現しようとするも
  のである（講演5）．






















プ ロ グ ラ ム
r集中渦の3次元的運動と安定性」    福本 康秀（東大・理）・宮嵜  武（公害研）
r磁力線の彷僅不安定性と輸送」              入江 治行（日大・理工）
r軸対称乱流」          斉藤 善雄・中内 紀彦・大嶋  洋（東邦大・医）
rMHD乱流と乱流ダイナモ」
      水島 二郎（相模工犬）・木田 重雄（京大・数理研）・柳瀬真一郎（岡山大・工）
rMHDセルオートマトソモデルと輸送」         羽鳥 ヂ承（名大・プラ研）
「Lagrangian RenormaIized Approximationとその応用」
                     金田 行雄（名大・工）・後藤 俊幸（名工大）
r渦管のつなぎかえ」       木田 重雄（京大・数理研）・高岡 正憲（京大・理）
r磁気リコネクションとMHD緩和過程」           草野 克也（広大・理）
r粘性のある渦輸」                   石井 克哉（計算流体研）
rスペクトル法による乱流の数値シミュレーション」       山本 稀義（航技研）
rマルチフラクタルβ一モデル」              真田  勉（東大・理）
rRenorma1izationTheorybyYakhot－Orszag」     中野 徹（中大・理工）
